　令和7年 8月4日
関　係　各　位

一般社団法人Glocal Academy
理事長　岡本　尚也
（公印省略）
第１１回高校生国際シンポジウム趣意書
清秋の候、皆様にはますます御健勝のこととお喜び申し上げます。
さて、今年度も全国の高校生の探究活動・研究活動の発表の場、ひいてはこれからの地域社会、国際社会、科学技術等の学術界を牽引する人材の育成のため「第１１回高校生国際シンポジウム」を令和8年２月１８日（水）および２月１９日（木）に宝山ホールならびに中央公民館（共に鹿児島市）にて開催いたします。
本大会の特色として、①発表・審査の質の高さと分野の広さ②進路・進学意識の向上につながる学びの場③地方都市における全国大会、世界とつながる場が挙げられます。
まず、本大会は第一回大会から情報発信、審査方法に改善を重ね、参加生徒と各界を牽引する審査員の方々との交流、教員研修を重ねることで発表・審査の質の改善に努めて参りました。また、全国への周知を重ねることで地域課題、国際課題、社会科学、文学や哲学の他、自然科学の各分野、数学、情報系までほぼ全ての分野が出場する大会となりました。これまで42都道府県(＋台湾)より220校以上の方々にご参加頂いており、経済産業省産業構造審議会に設置されました教育イノベーション小委員会において探究活動の発表の場のモデルケースとなっております。また、第１１回目となる今大会もグランプリ対象の個人・グループに文部科学大臣賞を授与することとなりました。その他、毎年出場者、特に表彰受賞者がオックスフォード大学大学院、東京大学や京都大学、大阪大学、九州大学、慶応義塾大学等の大学に合格しており、名実ともに探究活動・課題研究の日本を代表する発表の場となります。
次に、本大会は本シンポジウムの参加者が日本および世界が抱えるあらゆる分野の課題や学術分野について新たに学ぶと同時に、自分自身の進路の選択肢を広げ、進路意識や学びに対する意識を高めるために、各界を牽引する方々の講演やパネルディスカッション、進路に関する座談会の他、登壇者・審査員、全国の生徒同士との交流会を実施いたします。これまでのアンケート結果からも、参加者の多くが進路意識の高まりや新たな選択肢への気づき等から、学ぶ意識の高い向上が見られました。
最後に、本大会は第一回大会から地方都市である鹿児島市にて実施しております。地方都市での教育機会の充実や進路・キャリア形成が多様化する中で地域や世代を越えた日常で出会う機会の少ない人々との交流の場を地方都市で実現したいと思い、実施して参りました。昨今掲げられておりますSDGs「4質の高い教育をみんなに」 「5 ジェンダー平等を実現しよう」「17 パートナーシップで目標を達成しよう」等に関連した取り組みとなります。
本大会には例年全国から約1700人以上の参加者が見込まれており、関係者一同、大会の成功のために現在準備を進めております。地方都市での開催ではありますが、次世代を担う高校生の、本大会を成功させたいと願っております。
　つきましては、上記趣旨を御理解のうえ、格別の御高配を賜りますようお願い申し上げます。
第11回高校生国際シンポジウム実施要項
１　主　催
一般社団法人Glocal Academy

２　協力機関（予定）
沖縄科学技術大学院大学(OIST), 一般社団法人次世代教育ネットワーキング機構
３ 協　賛（予定）
学校法人福岡雙葉学園理事長　学校法人麻生塾塾長　麻生泰（特別協賛），株式会社 新興出版社啓林館，株式会社新日本科学，公益財団法人 村田学術振興・教育財団、株式会社JTB， Edv Future株式会社
４　後　援（予定）
文部科学省，経済産業省，オックスフォード大学日本事務所，在福岡米国領事館
５　テーマ
「人類の英知の上に立ち，未来を創る」

６　目　的
日頃の探究・研究活動の成果をスライド発表やポスター発表としてまとめ，生徒が自らの研究成果を発表するとともに，参加者間の交流を深めながら今後の進路選択や社会・学術への理解を深めていく．

７　期日・会場
令和8年2月18日（水）および2月19日（木）

宝山ホール（鹿児島県文化センター）〒892-0816 鹿児島県鹿児島市山下町５−３

鹿児島市中央公民館（ポスター発表，生徒交流会にて使用）
〒892-0816 鹿児島県鹿児島市山下町５－９
８　日　程

	【1日目】　2月18日（水）
	【2日目】　2月19日（木）

	受付
	9:00～9:25
	受付
	9:00～9:25

	開会行事
	9:30～9:50
	開会行事
	9:30～9:50

	基調講演（詳細後述）
	9:50～10:35
	基調講演（詳細後述）
	9:50～10:35

	パネルディスカッション
	10:45～11:50
	パネルディスカッション
	10:45～11:50

	昼食
	11:50～13:00
	昼食
	11:50～13:00

	課題研究発表・審査会（※1）
	13:00～17:15
	課題研究発表・審査会（※1）
	13:00～17:15

	　第１部
	(13:00～14:15)
	　第１部
	(13:00～14:15)

	　第２部

　第３部
	(14:30～15:45)

(16:00～17:15)
	　第２部

　第３部
	(14:30～15:45)

(16:00～17:15)

	夕食（希望者のみ）
	17:25～18:15
	夕食（希望者のみ）
	17:25～18:15

	生徒交流会・研修会（※2）
	18:15～20:00
	生徒交流会・研修会（※2）
	18:15～20:00


※1 詳細は別紙１を御参照ください．

※2 １日目に課題研究に関する教員研修会・情報交換会を実施します．内容は課題研究の指導のあり方および事例発表等です．詳細はWebを御覧ください．

※3ポスター発表，スライド発表における各部門の最優秀賞受賞者にはシンガポールで行われるGlobal Link Singapore への推薦参加資格が与えられます．講評は各分野の審査責任者が行います．
※4 大学生を中心とする若手の登壇者を迎え，進路決定に関するパネルディスカッションを実施いたします．
※5 スライド発表部門の各分野の最優秀賞発表は表彰後に再度発表をして頂きます．スライド発表の最優秀発表グループおよび個人の中から，各分野の審査員および審査統括責任者による協議を行い，グランプリを決定し文部科学大臣賞の授与を行います．
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９　参加者
全国の高等学校，中等教育学校に在籍する生徒および教員，その他，本シンポジウムに関心のある教育関係者

１０　過去の実績　　参加校
　４３都道府県より２２５校(参加)　 （累計）
（第九回大会まで）   　動員数
　約１７００名（二日間合計）　（第８回大会）
広告掲載　　１７社
１１　メディア掲載　読売新聞、朝日新聞、産経ニュース、毎日新聞、日本経済新聞、西日本新聞、南日本新聞、山陽新聞、奄美新聞、宮崎日日新聞、南海日日新聞、教育新聞、沖縄タイムズ、日本テレビ、鹿児島読売テレビ、NHK鹿児島、宮崎テレビ、等多数
１２　ご協賛・広告掲載について

【御協賛・広告費】
	
	金額
	広告内容

	特別協賛
	100万円～
	各配布物・説明用ビデオ・弊社HPに企業名・ロゴの掲載、チラシ・冊子の封入、ブースの設置、広告掲載（1ページ）、その他応相談。

	御協賛
	50万円～
	各配布物・説明用ビデオの投影、チラシ・冊子の封入、ブースの設置（応相談）、広告掲載（1ページ）、その他応相談。


【広告掲載料】

Ａ４判　１ページ　　　８万円、 (横183×縦257ミリ)
１／２ページ　４万円、(横183×縦127ミリ)
１／４ページ　２万円、(横183×縦62ミリ)

１／８ページ　１万円、(横90×縦62ミリ)

　　　　　　　　　　※別紙パンフレットの封入等に関してはご相談ください。
【発行部数】　１０００部
【連絡先】　一般社団法人Glocal Academy
担当：岡本　尚也、中島　瑠果
TEL:090-5289-0857  

Email：sympo@glocal-academy.or.jp
【申込期限】　令和８年１月３０日（金）
【振込先】　・鹿児島銀行　【店名】城西支店 【店番】180 【種目】普通預金



【口座番号】3031239 【名義】一般社団法人Glocal Academy


・住信SBIネット銀行 【店名】法人第一支店　【店番】106　【種目】普通
【口座番号】1302801【名義】一般社団法人Glocal Academy

· 別紙「広告掲載申込書」「広告原稿」を上記連絡先へメールで送付してください。
· メールの件名は「広告原稿」（団体名）とし、送付データはJPEGまたはPDFにしてください。
· 広告の申し込みについては「一般社団法人Glocal Academy」ホームページ（http://glocal-academy.or.jp/）にも掲載しております。
過去の登壇者（抜粋　肩書は登壇当時のもの）
メアリー・コリンズ　沖縄科学技術大学院大学（OISTプロボスト）
苅谷 剛彦　オックスフォード大学教授
齊藤 英治　東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻教
田村 次朗　慶応義塾大学法学部教授　等
高瀬　千賀子　国際連合地域開発センター（UNCRD）所長
原　正彦　東京工業大学物質理工学院教授
審査員一覧（過去の実績）
齊藤 英治
東京大学大学院工学系研究科物理工学専攻教授
日下部 元雄
(株)オープン・シティー研究所所長、元世界銀行副総裁
矢口祐人
東京大学 大学院総合文化研究科・情報学環 教授
島津 公保
株式会社島津興業相談役

日下部 笑美
(株)オープン・シティー研究所共同代表、Abalance株式会社社外取締役、ロンドン大学ＵＣＬ校計画学博士

相澤 真一
上智大学 総合人間科学部　教育学科　准教授

Alison Beale
オックスフォード大学日本事務所代表

Edward Vickers　九州大学 人間環境学研究院 教授

出原 浩史
宮崎大学工学部准教授

森田 洋平
沖縄科学技術大学院大学学術連携推進シニアマネジャー

谷口 育雄
九州大学カーボンニュートラル・エネルギー国際研究所　准教授
岩田 直也
名古屋大学 デジタル人文社会科学研究推進センター 准教授
清水 宗治
九州大学大学院工学研究院応用化学部門・准教授

田中 義洋
東京学芸大学附属高等学校

上田 正人
関西大学化学生命工学部 教授

宇津木 光代
Natureリサーチ

内海 俊樹
鹿児島大学 大学院理工学研究科 教授

東 まゆみ
オックスフォード大学日本事務所代表補佐

井口 由布
立命館アジア太平洋大学　社会連携部長

青山 泰司
鹿児島県庁総務部財政課課長

河野  久
宮崎大学国際連携センター助教

飯森 利徳
株式会社鹿児島銀行地域支援部　地域開発室　室長

堂園 文子
堂園メディカルハウス

佐藤 浩人
立命館アジア太平洋大学 国際経営学部准教授

毛 彩霞
地球環境戦略研究機関（IGES）

針井 一哉
国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構

今 隆助
宮崎大学工学部　准教授　数理生物学

大野 真之
九州大学大学院 工学研究院応用化学部門 助教

木村 健太
広尾学園中学校高等学校医進・サイエンスコース統括長

柳下-姜 楠 (Yaghishita-Kyo Nan)
埼玉医科大学　薬理学　助教

松村 秀一
岐阜大学 応用生物科学部 教授

隅田 学
愛媛大学学長特別補佐・教育学部教授、国際連携推進機構副機構長

メリア・ミラー
沖縄科学技術大学院大学科学教育アウトリーチチームリーダー

渡邉 峻一郎 
東京大学大学院 新領域創成科学研究科 物質系専攻 准教授
桜庭 大輔
官公庁勤務　　　　　　　　　　　　　　　　等
参加校一覧（これまでの実績）
1  都道府県（４２都道府県）＋台湾
北海道，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，新潟県，富山県，石川県，山梨県，長野県，岐阜県，静岡県，愛知県，三重県，滋賀県、京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県，徳島県，香川県，愛媛県，高知県，福岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県、台湾
2  学校（221校）

札幌日本大学高等学校、日本航空高等学校、北海道登別明日中等教育学校、盛岡中央高等学校、宮城県仙台二華高等学校、宮城県宮城第一高等学校、宮城県古川黎明高等学校、宮城県泉高等学校、秋田県立大曲農業高等学校、山形県立山形東高等学校、江戸川学園取手高等学校、茗溪学園高等学校、栃木県立佐野高等学校、栃木県立矢板東高等学校、土浦日本大学中等教育学校、星の杜高等学校、群馬県立森崎高等学校、埼玉県立浦和高等学校、埼玉県立浦和第一女子高等学校、淑徳与野高等学校、武蔵野大学附属千代田高等学院、西武学園文理高等学校、さいたま市立大宮国際中等教育学校、市川学園市川高等学校、芝浦工業大学柏高等学校、八千代松陰高等学校、筑波大学附属高等学校、東京工業大学附属科学技術高等学校、The American School in Japan、ノートルダム女学院中学高等学校、安田学園高等学校、学習院高等科、慶應義塾女子高等学校、佼成学園高等学校、佼成学園女子高等学校、公文国際学園、広尾学園高等学校、香蘭女学校高等科、三田国際学園高等学校、松蔭高等学校、成蹊高等学校、青山学院中等部、東京都立広尾学園高等学校、東京都立大泉高等学校、大妻高等学校、大森学園高等学校、東京学芸大学附属国際中等教育学校、東京学芸大学附属高等学校、東京都立小松川高等学校、東京都立新島高等学校、東京都立調布南高等学校、東京都立南多摩中等教育学校、明星中学校・高等学校、明法高等学校、有明高等学校、郁文館グローバル高等学校、東京都立三鷹中等教育学校、渋谷教育学園渋谷高等学校、成城高等学校、普連土学園高等学校、横浜サイエンスフロンティア高等学校附属中学校、横浜市立南高等学校、滝高等学校、神奈川県立厚木高等学校、捜真女学校高等学部、新潟県立津南中等教育学校、学校法人日本文理学園日本文理高等学校、新潟県立新潟高等学校、富山県立高岡高等学校、石川県立金沢泉丘高等学校、金沢大学附属高等学校、山梨県立甲府第一高等学校、山梨県立甲府西高等学校、長野県上田高等学校、長野県松本県ケ丘高等学校、岐阜県立岐阜高等学校、静岡県立焼津中央高等学校、静岡県立掛川西高等学校、静岡県立静岡東高等学校、愛媛県立宇和島南中等教育学校、名古屋経済大学市邨高等学校、名城大学附属高等学校、三重県立津西高等学校、立命館守山高等学校、立命館高等学校、京都市立西京高等学校、聖ヨゼフ学園　日星高等学校、大阪府立三国丘高等学校、花園高等学校、近畿大学附属高等学校、高槻高等学校、大阪教育大学附属高等学校天王寺校舎、大阪教育大学附属高等学校平野校舎、大阪府立岸和田高等学校、大阪府立四條畷高等学校、大阪府立富田林高等学校、大阪府立千里高等学校、大阪府立水都国際高等学校、兵庫県立柏原高等学校、姫路市立姫路高等学校、神戸市立科学技術高等学校、神戸市立神港橘高等学校、神戸市立須磨翔風高等学校、神戸大学附属中等教育学校、須磨学園高等学校、追手門学院大手前高等学校、灘中学校・灘高等学校、尼崎市立尼崎双星高等学校、兵庫県立加古川東高等学校、兵庫県立小野高等学校、兵庫県立姫路西高等学校、学校法人成徳学園　神戸龍谷中学校高等学校、兵庫県立神戸高等学校、兵庫県立三木高等学校、兵庫県立須磨友が丘高等学校、奈良県立畝傍高等学校、国立大学法人奈良国立大学機構　奈良女子大学附属中等教育学校、鳥取県立倉吉東高等学校、鳥取県立鳥取西高等学校、鳥取県立鳥取東高等学校、米子北斗高等学校、島根県立松江北高等学校、岡山県立岡山一宮高等学校、岡山学芸館高等学校、岡山県立倉敷青陵高等学校、山陽学園高等学校、学校法人鶏鳴学園　青翔開智中学校・高等学校、岡山県立岡山操山高等学校、山陽女子高等学校、広島市立広島中等教育学校、広島県立祇園北高等学校、広島県立広島国泰寺高等学校、広島女学院高等学校、福山暁の星女子高等学校、広島県立安芸南高等学校、野田学園高等学校、徳島県立城南高等学校、英明高等学校、香川県立高松北高等学校、香川県立小豆島中央高等学校、愛媛県県立宇和島南中等教育学校、高知学芸高等学校、高知県立高知小津高等学校、高知県立高知西高等学校、高知県立高知国際高等学校、上智福岡中学高等学校、明治学園中学高等学校、中村学園女子高等学校、リンデンホールスクール中高学部、自由ケ丘高等学校、筑紫女学園高等学校、福岡県立山門高等学校、福岡県立城南高等学校、福岡県立筑紫丘高等学校、福岡県立明碁高等学校、福岡大学附属大濠高校、福岡県立糸島高等学校、佐賀県立佐賀西高等学校、佐賀県立烏栖高等学校、佐賀県立三養基高等学校、佐賀県立鹿島高等学校、佐賀県立八幡高等学校、佐賀大学教育学部附属中学校、早稲田佐賀高等学校、長崎県立長崎南高等学校、長崎県立佐世保西高等学校、長崎県立長崎西高等学校、長崎県立長崎東高等学校、長崎県立諫早高等学校、長崎日本大学高等学校、熊本県立阿蘇中央高校、熊本県立宇土高等学校、熊本県立天草高等学校、熊本マリスト学園高等学校、熊本学園大学附属高等学校、熊本県立玉名高等学校、熊本県立熊本高等学校、熊本県立済々黌高等学校、熊本県立鹿本高等学校、熊本県立上天草高等学校、熊本市立必由館高等学校、熊本県立湧心館高等学校通信制、宮崎県立宮崎商業高等学校、宮崎県立宮崎大宮高等学校、宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校、宮崎県立高鍋高等学校、宮崎県立小林高等学校、宮崎西高等学校・附属中学校、宮崎大宮高等学校、宮崎県立宮崎東高等学校定時制課程夜間部、宮崎県立宮崎西高等学校、大口明光学園高等学校、鹿児島県立薩南工業高等学校、鹿児島県立川内高等学校、鹿児島県立霧島高等学校、鹿児島県立加世田高等学校、鹿児島県立大島北高等学校、池田学園池田高等学校、伊集院高等学校、学校法人神村学園高等部、志學館学園志學館高等部、鹿児島県立鶴丸高等学校、鹿児島県立錦江湾高等学校、鹿児島県立甲南高等学校、鹿児島県立国分高等学校、鹿児島県立鹿児島中央高等学校、鹿児島県立曽於高等学校、鹿児島県立大口高校、鹿児島県立大島高等学校、鹿児島県立武岡台高等学校、鹿児島実業高等学校、鹿児島修学館高等学校、鹿児島南高等学校、鹿児島高等学校、鹿児島情報高校 、鹿児島玉龍高校、鹿児島県立古仁屋高等学校、Zion Christian Academy International、沖縄県立中部農林高等学校、興南高等学校、PingTung County FangLiao High School

令和７年１０月２１日
第１１回高校生国際シンポジウム
広　告　掲　載　申　込　書
	フリガナ
ご 芳 名
（会社名）
（学校名）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	連絡先住所
	〒　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL　　　　　　　　　　　　　　　 FAX                           
E-mail:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	フリガナ
担当者
ご氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	広
告
内
容
	広告の種類（○で囲んでください）
 　 １ページ         １/２ページ    　   １/４ページ          １/８ページ  
　（80、000円）       (40、000円)      　  (20、000円)            (10、000円)
※別紙パンフレットの封入等に関してはご相談ください。


	払込料金
	金　　　　　　　　　　　　　　　円

	払込期日
	令和７年１月３１日（金）までに振り込みをお願いいたします。


※上記申込書に必要事項をご記入の上、下記の申込先までメールでお送りください。
※別紙「広告用原稿用紙」の大きさを参考に原稿を作成し、JPEGまたはPDFデータにして申込先に送付してください。　　広告原稿申込締切　令和７年1月31日（金）（厳守）
	（申込先）一般社団法人Glocal Academy
担当：岡本　尚也
TEL:090-5289-0857 

Email：info@glocal-academy.or.jp


※掲載料金のお支払いについては、下記の口座にお振り込みください。 
※手数料は申し訳ありませんが払込人払いでお願い申し上げます。
	（振込先）住信SBIネット銀行 （店名）法人第一支店　（店番）106　（種目）普通
（口座番号）1302801（名義）一般社団法人Glocal Academy
（振込先）鹿児島銀行　(店名)城西支店 (店番)180 (種目)普通預金

 (口座番号)3031239 (名義)一般社団法人Glocal Academy



	※別紙広告用原稿用紙
１／８
(横90×縦62ミリ)


	

	１／４(横183×縦62ミリ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	１／２(横183×縦127ミリ)
　　　　　　　　　　　　

太字外枠

１ページ(横183×縦257ミリ)


アジア地域を中心とする世界各国の中高生が，科学や国際課題に関する考えや研究成果を，英語を使って国際舞台で発表します．


公式HP: https://www.edunet.or.jp/gl/singapore/ 








